
資料３

保育室の活用「学習グループ保育」「保育室学習会」

対 象：保育室活動グループの保護者と乳幼児

実施回数：24回（①学習グループ保育）

6回（②保育室学習会）

参加人数：①延べ184（子ども）

②延べ80人（保護者と保育者）

＜実施日時＞

①学習グループ保育 毎週月曜日 午前10時～正午

②保育室学習会 5月29日、７月３日、10月 16日、11月27日

１月29日、２月26日（６回）午前10時～正午

■内容：

親の学習活動中に子どもを公民館保育室で保育する学習グループ保育では、２団体

10人の子どもの保育を行った。保育室を利用する保護者と保育者による保育室学習

会は、保育室運営委員会と保育室運営会議とで成り、相互の理解を深める場となって

いる。

今年度は、会議への出席のハードルを下げるため、学習グループ保育を行っている

月曜日の午前に会議を行うことにした。

■担当者より：

当初月曜日７人と木曜日３人という保育申込があったが、3人では、「集団で過ごし

社会性を育む」という目的が果たせないため、今年度は月曜日のみとした。

令和４年度の６月末と3月末にひとりずつ減った保育士を、令和５年度に２人補充

した。にもかかわらず年度途中に、保育園に空きが出たことで途中入園出来ることにな

り復職した方が４人、出産した方が１人も出て、保育人数は大幅な減となった。

今や仕事に復帰する方、再就職する方が多くなり、学習グループ保育を利用できる時

間を捻出できる方が少なくなってきている。ただ、少なくなってきているからと言って

も、育児で行き詰まり、孤独を抱える方への支えは必要である。今後は社会で孤立しが

ちな育児中の保護者を見つけ出し、学習グループ保育を通して学びや人間関係の構築の

手助けをしていく必要がある。（泉）


